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　十条駅付近連続立体交差事業・鉄道付属街路事業

連続立体交差・付属街路事業とは？

用地測量説明会王子第五小学校 荒川小学校
２月２日（金）・３日（土）
東京都・北区・JRが

参加し、積極的な意見表明を

あらゆる方法で住民への説明を

住民の声を十分に聞かずに計画決定

東京都、北区、JRは、２月２日（金）午後 7時より王子第五小で、
３日（土）午後 2時より荒川小で、十条駅付近連続立体交差と
鉄道付属街路事業の用地測量等説明会を開くとしています。積
極的に参加し、住民の意見を計画に反映させましょう。

計画の事業化までには、少なくとも1年以上の時間がかか
ります。日本共産党は、十条まちづくり協議会や、都や区によ
る説明会の開催など、あらゆる方法を駆使して住民への説明
をおこない、住民合意を得る努力をつくすことを求めています。

事業認可の前に都・区・JRは 住民合意を得る努力つくせ
都市計画案の説明会

環境影響評価

都市計画審議会

都市計画決定

用地測量等説明会

都市計画事業認可

用地補償説明会

工事説明会

工事着手

いま
ココ

埼京線を高架化するととも
に、仮線を敷くための付属街
路によって鉄道沿線の約 120
棟におよぶ住民に立ち退きを
迫る計画。北区と旧国鉄の間
では、連続立体交差は「地下
化で」との約束がありました。十条駅将来図（環境影響評価書より）

一昨年の都市計画案説明会以来、地下化での施工や大量の
住民追い出しにつながる付属街路計画に対して、地元住民の
みなさんから計画の見直しを求める声があがっていましたが、
都と区は昨年暮れに都市計画決定を強行してしまいました。



「湧池」の透き通った湧き水に見入るバス旅行参加者

北口本宮冨士浅間神社の拝殿と太郎杉

昼食は釜飯とほうとう料理

日本酒の試飲を楽しんだ造り酒屋

日本共産党志茂・赤羽後援会
初詣日帰りバス旅行

21
日
、
恒
例
の
日
本
共
産

党
志
茂
・
赤
羽
後
援
会
の
初

詣
日
帰
り
バ
ス
旅
行
に
参
加

し
ま
し
た
。

今
回
は
、
富
士
の
雪
解
け

水
が
つ
く
る
幻
想
の
泉
、
忍

野
八
海
を
メ
イ
ン
に
し
て
、

北
口
本
宮
冨
士
浅
間
神
社
、

大
月
の
造
り
酒
屋
「
笹
一
酒

造
」
を
め
ぐ
る
山
梨
の
旅
で

す
。参

加
者
43
人
を
乗
せ
た
バ

ス
は
、
午
前
8
時
に
赤
羽
を

出
発
。
首
都
高
か
ら
中
央
道

に
入
り
、
河
口
湖
イ
ン
タ
ー

で
下
り
る
と
、
ほ
ど
な
く
浅

間
神
社
に
到
着
し
ま
し
た
。

巨
大
な
樹
木
に
挟
ま

れ
て
建
つ
拝
殿

参
道
を
進
み
、
大
鳥
居
を

く
ぐ
っ
て
境
内
に
入
る
と
、

目
の
前
に
拝
殿
が
。
そ
の
脇

に
は
、
ひ
と
き
わ
目
を
引
く

巨
大
な
杉
の
木
が
立
っ
て
い

ま
し
た
。
こ
の
杉
は
「
太

郎
杉
」
と
い
わ
れ
、
高
さ
30

メ
ー
ト
ル
、
幹
周
は
８
・
２

メ
ー
ト
ル
も
あ
り
ま
す
。
拝

殿
の
逆
の
方
向
に
目
を
向
け

る
と
、
今
度
は
2
本
の
幹
が

絡
み
あ
い
な
が
ら
そ
び
え
た

忍野八海 富士の雪解け水が
つくる幻想の泉
霊験あらたかな北口本宮冨士浅間神社

つ
ヒ
ノ
キ
が
。
こ
ち
ら
は
、

山
梨
県
下
最
大
の
ヒ
ノ
キ
で
、

「
夫
婦
桧
」
の
名
で
親
し
ま

れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

雄
大
な
富
士
山
の
姿

は
拝
め
ず

神
社
を
後
に
し
、
山
道
を

進
む
と
、
忍
野
八
海
に
到
着
。

今
回
の
旅
で
は
、
こ
の
地
か

ら
望
む
富
士
山
の
姿
を
期
待

し
て
い
ま
し
た
。
20
年
ほ
ど

前
、
富
士
周
辺
の
山
々
か
ら

富
士
山
を
眺
め
る
日
帰
り
登

山
に
凝
っ
て
い
ま
し
た
が
、

石
割
山
か
ら
下
山
す
る
際
に

見
た
忍
野
村
か
ら
の
美
し
い

富
士
が
記
憶
に
残
っ
て
い
た

か
ら
で
す
。

道
中
に
は
山
頂
を
現
わ
し

て
い
た
富
士
で
し
た
が
、
忍

野
八
海
で
は
雲
に
隠
れ
、
残

念
な
が
ら
、
雄
大
な
姿
を
目

に
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。

ほ
う
と
う
料
理
、　

日
本
酒
を
楽
し
む

昼
食
は
峠
の
茶
屋
で
、
名

産
の
ほ
う
と
う
料
理
に
舌

鼓
。
釜
飯
と
あ
わ
せ
、
満
腹

に
な
り
ま
し
た
。

最
後
は
、
一
般
道
で
大
月

ま
で
戻
っ
て
「
笹
一
酒
造
」

で
日
本
酒
の
試
飲
を
楽
し

み
、
午
後
５
時
過
ぎ
に
は
赤

羽
に
戻
っ
て
く
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。（
の
の
山
け
ん
）


